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タイの基本情報

大使館情報

『この国どんな国？』
各国の駐日大使館や関係機関を訪問して、
様々な国の本当の姿をお届けします。

第20号（2009年7月28日）

今回ご紹介する国は

「タイ」

タイはインドシナ半島のほぼ中央に位置し、西と北はミャンマー、北東はラオス、東はカンボジア、
南はマレーシアと国境を接しています。国土面積は日本の約1.4倍で、国土の約40％を農地が占めて
います。気候は熱帯性気候で、年間の平均気温は約28℃、冬でも約25℃と非常に高温です。
タイは13世紀中ごろに君主国として独立してから今にいたるまでの約800年間、東南アジアにおいては
珍しく他国から支配されたことがなく、華麗な独自文化が息づいてきた大変歴史ある国です。荘厳な寺
院、美しく繊細な工芸品などに垣間見える伝統の数々は、世界中から訪れる観光客を魅了しています。

首都： バンコク
面積： 約51万4,000K㎡（日本の約1.4倍）
人口： 6,304万人（2007年）
言語： タイ語
宗教： 仏教95％、イスラム教4％、その他1％
通貨： バーツ
一人あたりGDP：3,720ドル（2007年）
経済成長率： 4.8％（2007年）
主要産業： 製造業、農業

正式名称： タイ国大使館 経済・投資事務所
所在地： 東京都港区赤坂2-11-3福田ビルウエスト8階
面会者： チョークディー・ゲーウセーン公使

出所：タイ国大使館、タイ国政府観光庁、外務省

今回お話を伺ったのは、タイ国大使館
経済・投資事務所のチョークディー・
ゲーウセーン公使です。ゲーウセーン公使
は、非常にお忙しい中とても親切、丁寧に
タイ経済について語ってくれました。

(2009年2月4日に訪問)
ゲーウセーン公使
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2007年は好調な輸出の一方で内需の減速による
輸入減少により、貿易収支は大幅な黒字となり
ました。しかし、2008年は輸出が新興諸国向け
を中心に好調である一方、内需の改善に伴う消
費財・資本財の輸入増や原油高による輸入額の
増加がこれを上回り、貿易収支は若干の赤字に
転じました。

1970年にGDPの25%程度を占めていた農業の
ウェイトは、2007年には11%強に低下しました。
ただし現在でも農業は就業者の約40～50%を占め
ており、就業人口ベースでは主要産業となってい
ます。一方、製造業は就業者数の約15%～17%を
占めるに過ぎませんが、輸出の約85%、GDPベー
スでも約35%を占めるに至っています。

経済の概況

今回ご紹介する国は
「タイ」

『この国どんな国？』
各国の駐日大使館や関係機関を訪問して、
様々な国の本当の姿をお届けします。

GDPとGDP成長率

タイ経済は、2000年以降年平均約5%の高成長を
続けてきましたが、世界的な金融危機の影響によ
りこれまでタイ経済を支えてきた製造業と輸出が
大打撃を受け、経済成長率は大きく鈍化しました。

貿易収支

出所：IMF、2009年と2010年はIMFの予想

GDPの業種別構成比(2007年)

出所：タイ国財務省出所：ADB(アジア開発銀行)、在タイ日本国大使館

一人当たりGDP

タイの一人当たりGDPは年々増加しており、
国民の購買力は高まっています。また、タイ
は世界の中でも相対的に物価水準が低いこと
から、購買力平価換算の一人当たりGDPは上
記の約2倍程度であると言われています。

出所：IMF
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タイ政府は、上記6つの投資促進分野を設定し、
これらの分野に投資する場合には、機械輸入
税の免除や8年間の法人所得税免除など、様々
な特典を受けられるとする投資促進策により、
日本企業など海外からの投資を積極的に誘致
しています。

タイの投資環境

『この国どんな国？』
各国の駐日大使館や関係機関を訪問して、
様々な国の本当の姿をお届けします。

アジア市場への戦略的立地

タイは現在世界で最も高い経済成長を遂げている
アジア地域の中心に位置しており、中国やインド
をはじめとして、総人口が5億人を超える東南ア
ジア諸国へのアクセスも非常に便利です。

出所：タイ国大使館 経済・投資事務所

タイの外国投資誘致政策は明確であり、自由経済を
基盤として自由貿易を進めています。このためタイの
投資環境は国際機関による評価も高く、2009年も
世界銀行が発表するビジネスのしやすさランキング
において、世界第13位という高い評価を受けました。

出所：世界銀行「Doing Business 2009」

ビジネスのしやすさランキング

タイへの主要な投資国(2002-2007年)6つの投資促進分野

今回ご紹介する国は
「タイ」

中国：中国：1313億人億人 日本：日本：11.3.3億人億人

インド：インド：1111億人億人

台湾：台湾：2,3002,300万人万人

オーストラリア：オーストラリア：
２２,000,000万人万人

韓国：韓国：4,8004,800万人万人
順位 国名 順位 国名

1 シンガポール 11 アイスランド

2 ニュージーランド 12 日本

3 米国 13 タイ

4 香港 14 フィンランド

5 デンマーク 15 グルジア

6 英国 16 サウジアラビア

7 アイルランド 17 スウェーデン

8 カナダ 18 バーレーン

9 オーストラリア 19 ベルギー

10 ノルウェイ 20 マレーシア

① 省エネ・代替エネルギー事業
② ハイテク事業
③ 環境配慮型素材・製品事業
④ メガ・プロジェクト関連事業
⑤ 観光関連の不動産事業
⑥ ハイテク農業関連事業

出所：タイ国大使館 経済・投資事務所 出所：タイ国大使館 経済・投資事務所

タイへの投資額を国別で見ると、日本が断トツの
第1位です。タイを輸出のための製造拠点と位置
づける日本の大手メーカーの進出に伴い、部品な
どの裾野産業も幅広くタイに進出しており、これ
らの企業がタイの工業化の進展に貢献しています。
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取材・編集： スパークス・アセット・マネジメント㈱ 投信事業グループ

『この国どんな国？』
各国の駐日大使館や関係機関を訪問して、
様々な国の本当の姿をお届けします。

教育・スポーツ

訪問を終えて
タイでは、世界的な金融危機の影響による景気の減速に加え、首都バンコクの国際空港が
反政府団体に占拠されたり、ASEANの首脳会議が反政府団体による反対運動で中止に追い
込まれるなど、政情不安が続いています。一方で、政府は今後3年間にわたる大規模な景気
刺激策の実施を決定するなど、経済にとってプラスの要因も散見されます。当社では引き
続き今後のタイの政治情勢と経済状況を注意深く見守っていきたいと考えております。

（これらは全て2009年6月末現在の情報です）

泰日工業大学の設置

タイの教育水準の高さは多数の国際審査機関に認
められています。国際プログラムを提供する大学
は約40校、インターナショナルスクールは約120
校あり、世界水準の教育を提供しています。また、
毎年約10万人の学生が科学、工学分野を卒業し、
優秀な技術者として活躍しています。
2007年には「日本型ものづくり大学」を目指した
泰日工業大学が設置され、タイに日本の最先端技
術や知識を提供する重要な役割を果たしています。

タイの国技「ムエタイ」

伝統的なタイ式キックボクシング「ムエタイ」は
タイの国技であり、タイではサッカーと並んで人気
の高いスポーツです。
14～18世紀に栄えたアユタヤ王朝は当時、常に隣
国ミャンマーによる侵略の危機にさらされていまし
た。その中で編み出されたのが素手で敵兵を倒すた
めの武術「ムエタイ」です。
試合の前には必ず師を敬うためにワイクルーを踊り、
試合中も音楽が流れ、選手達はこのリズムに体をあ
わせながら戦います。

出所：泰日工業大学

出所：タイ国政府観光庁

今回ご紹介する国は
「タイ」


